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    『平成時代から令和時代へ』 

                                   

 新元号「令和」が決まりました。５月からは新しく令和時代の幕開けとなります。 

  昨年の年末あたりから今日にかけて、全国駅伝（高校 ・ニューイヤー・箱根他）また、紅白 

  歌合戦他沢山のイベントでは『平成最後の・・・・・・』と頻繁に聞きました。そして後ひと月 

  何回も聞くことになることでしょう。今年度の三段池 RC総会も平成最後となります。 

   平成元号は、当時の小渕官房長官の『新年号は平成であります』とテレビ放映を 

  聞きましたが、それからもう３０年、年の経つのは早いものです。 

   私は今年７０歳、昭和の４０年間は草創・成長期！平成時代の３０年間はまさに成熟期！ 

  これからの令和時代は衰退    とならないように、昭和・平成の良き思い出を糧に、より一層 

  何事にも挑戦していきたいと思っています。 

   三段池 RCも平成に生まれ、どんどん発展継続しています。クラブ員の皆さんも 平成の 

  ２２年間に沢山の思い出ができたことでしょう。これかの令和時代を「三段池ＲＣに入ってて 

  よかった。いい人に出会えてよかった。いい思い出作りが出来た」と言える時代にして 

  いただきたいと思います。 

       平成！ありがとう！     令和！よろしく！共にに頑張ろう！ 

                                  副会長 大町 恒夫  

 

 

       『 市民駅 』   

                         

  市民駅伝２位今年は新メンバーを加えての参加でしたが惜しくも優勝はなりませんでした。 

 「２番じゃ駄目なんですか？」→「いいんです」最近は若手が活躍しているので来年はどんな 

 メンバーになるか楽しみです。 

                                      小笠原 洋 

   

   メンバーが足りないからと久しぶりの駅伝! こんなにえらい？とは思わなかった!  

  タスキつなげて、ほっとした! やっぱ駅伝は責任あるわ! 

                                      森本 勝 

 

  駅伝は毎年緊張しますが、RCの皆さんと同じチームで走れることをたのしみにしています! 

  今年はひとつ順位を上げ、準優勝することができたので嬉しいです。 

                                      吉田 睦美 

 

  背後にお伴を連れての市民駅伝。走ってる間意外と重いお伴達。 

  大会関係者、クラブメンバーetcの応援で遅いにもかかわらず、楽しく走れました。 

  仮装ランやめられません。 

                                      西辻 清美 

 



 

    『 茨城ウルトラ 』  小笠原 洋 

 ３月２４日に「茨城１００キロウルトラマラソン」に参加しました。９時間４６分の記録で目標だった

サブ 10を達成できました。ウルトラはフルの倍以上の距離を走る場合が多いですが、途中でランナー同士

で励まし合ったり、エイドで疲れを癒したり、ウルトラならではの良さがあります。皆さんも近辺で開催

される大会に参加してみませんか。 

              市 民 駅 伝 

     三段池 RC男子 ２位    三段池 RC女子 ２位 

 

 

 

 

 

 

 

     仮装賞           全員で記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表彰式 （４位）     「丹波年輪の里絵手紙コンクール入選」 

                         大町和子 

 


